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太陽電波の観測 

 

慶應義塾高等学校 3 年 スーパーサイエンスⅡ（宇宙科学）  

K.K・S.K・H.T・W.T 

概要 

太陽を BS アンテナを用いた電波観測装置で観測し、太陽電波の変化を検知・測定し

た。その結果、小規模なフレアの検出に成功した。この観測を通じ、太陽電波の特徴、

性質等について学んだことを、以下で報告する。 

 

はじめに 

太陽は、広い波長域にわたって電波を出しているが、それはきわめて微弱なもので

ある。しかし、太陽は地球から比較的近い距離にあるため、その電波は太陽以外の天

体が放つものとは比較にならないほど強いものである。 

太陽表面で爆発が起こると、その影響は地球にも及んでくる。例えば、日常生活に

も影響を及ぼすものとして、フレアの影響で短波通信に障害をきたす「デリンジャー

現象」がある。地球上の遠く離れた地点を結ぶ通信にはいわゆる短波通信が使われる

が、これがひどく乱され、ひどいときには音信不通になってしまう現象である。この

ような現象は、つまるところ、太陽からの電波の影響でおきる。我々は、この太陽か

ら来る電波の観測を行ったので以下で報告する。  

  

観測 

地上で測定することができるのは、波長約 30m（10MHz）から約 1mm（300ＧＨｚ）の

間の電波に限られるが、今回は、衛星放送用の BS パラボラアンテナを用いて、12ＧＨ

ｚ（波長 2.5cm）で太陽を観測した。観測場所は慶應義塾高校（神奈川県横浜市）の

屋上である。使用機材および観測準備については、以下にまとめてある。 

 
【使用機材】 

・BS アンテナ・・・太陽電波を受信する。 

・赤道儀・・・太陽の動きを追いかけるのに使用する。 

・12V 電源・・・赤道儀が動くための電源。 

・三脚・・・赤道儀を固定する。 

・ブースター・・・とらえた電波を増幅する。 

・テスター・・・実際の値を検知する。 

・ライトスタンド用ダボネジ 

・金属管・・・赤道儀とアンテナの取り付け用 

・パソコン（記録装置） 
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・PC Link Plus ver.2.10・・・記録用ソフトウェア 

【観測の準備】 

１.三脚に赤道儀を取り付け極軸を北極星に合わせる（磁気極から 16 度西にあたる）。 

２.赤道儀に BS アンテナを取り付ける（下図）。接続にはライトスタンド用ダボネジ

と金属管を接続したものに、ガムテープを巻いたものを使用する。 

３.アンテナ・ブースタ・テスター・パソコン（記録装置）の順にケーブルでつなぐ。 

４.赤道儀を調節し、アンテナで太陽を直角にとらえるようにする。 

（アンテナ先端部でアンテナ内部に影ができないようにする。） 

５.赤道儀の電源をいれ、記録装置（パソコン）で記録する。 

（ PC Link Plus ver.2.10 使用） 

 

これで、「電波望遠鏡」ができる。赤道儀についた BS アンテナが太陽を追い続ける。

とらえた電波をブースターで増幅し、テスターで計測、それをパソコンのデータとし

て記録する。電波強度は電流(mv)として表される。 

   

 

電波望遠鏡の概要 

観測結果と解析 

下記のグラフは 10 月 25 日、11 月 2 日、12 月 1 日に実際に太陽電波を観測した結果

である。どのグラフも観測の最後の方で、グラフの値が大きく上がっているのは、太

陽の高度が下がるにつれ、BS アンテナが屋上の壁の方を向いてしまい、その影響を受

けたからだと思われる。10 月 25 日、11 月 2 日の観測を見るとわかるように、通常の

太陽電波はほとんど一定の値を示す。しかし、12 月 1 日にはグラフに変化が見られ、

小規模なフレア（矢印）であると考えられる。 
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下のグラフは12月1日のグラフの一部を切り取ったものである。これに対し、太陽観測

を行っている衛星が12月1日にフレア現象を捉えていたので、そのデータをその下に引

用した。この二つのグラフの時刻・形を見比べるとわかるように、フレア起源のX線強

度の変化と連動して、我々の観測した電波強度も変化していることがわかる。この様子

から、我々が捉えた電波強度の変動は、フレア現象であったことが推測される。 
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Goes 衛星の捉えた 12/1 のフレアの様子。 

ただし、時間軸は世界標準時（UTC）であることに注意。 

（http://www.lmsal.com/solarsoft/latest_events/より引用） 

結論 

我々は簡易なシステムの電波望遠鏡を作成し、それを用いて太陽を観測し、フレア

の検出に成功した。例えば、太陽の方向によってデータの質を低下させることがない
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よう、観測場所を工夫するなど観測の方法には改善の余地はあるが、小規模なフレア

でも十分に検出できることがわかった。 
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